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日頃、仙台市の文化財保護行政に対しまして、ご理解、ご協力をいただき、担当する仙台

市教育委員会にとりましては、誠に感謝にたえません。

富沢遺跡は仙台市の東南部、太白区富沢、長町南、泉崎に広がる面積約90haにおよぶ水

田跡を中心とした遺跡です。この地域は、水田が広がる田園地帯でしたが、土地区画整理事

業、地下鉄南北線の開業により、仙台市南部の拠点となる地域として、急速に開発・都市化

が進行 しています。こうした動きの中で、富沢遺跡は昨年度に至るまで 134次 に渡る発掘

調査が実施され、調査が進むにつれて、旧石器時代から明治時代にかけて連綿と人間の生活

の痕跡が残されていることが分かってまいりました。特に弥生時代から明治時代までの水田

跡の解明や、それより古い縄文時代、旧石器時代の人間生活の痕跡の発見などといった大き

な成果が得られております。

仙台市では、旧石器時代の森林跡 と当時の人々の生活の跡を保存 し公開する施設 として、

「地底の森ミュージアムー富沢遺跡保存館―」を平成 8年 11月 に開館いたしました。以来、

当時の自然環境と人々の生活をよみがえらせる展示と、調査結果を活用した様々な普及活動

を実施しております。

このたびの発掘はマンション建築に伴 うもので、第 138次調査 とな ります。仙台市営地

下鉄南北線長町南駅の西約 500mの地点で実施 したもので、本報告書はその成果をまとめ

たものであります。

先人たちの遺 した文化遺産を保護 し、活用しながら市民の宝として永 く後世に伝えていく

ことは、これからの「まちづ くり」に欠かせない大切なことであります。ここに報告する調

査成果が、皆様に広 く活用され、文化財に対するご理解と保護の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査および調査報告書の刊行にあたり、多 くの方々のご協力、

ご助言をいただきましたことを深 く感謝申し上げ、刊行の序とします。

平成 19年 3月

仙台市教育委員会

教育長 奥山 恵美子
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1 本書は、共同住宅建設に伴う富沢遺跡第 138次調査の報告書である。

2 発掘調査は、仙台市教育委員会の指導のもとに国際航業株式会社が行った。

3 本書の作成・編集は、仙台市教育委員会文化財課 佐藤甲二、主濱光朗、国際航業株式会社文化事業部 小林孝彰、皆川貴史が担当した。

本文の執筆分担は以下のとおりである

佐藤甲二 第 1章第 1節

主濱光朗 第 1章第 3節

小林孝彰 第 2章 。第 3章・第 4章・第 5章

株式会社古環境研究所 第 6章

4 整理及び報告書作成は、国際航業株式会社文化事業部東北調査事務所にて行った。

5 自然化学分析にあたって、火山灰分析・プラントオパール分析の試料の採取・分析・原稿執筆を株式会社古環境研究所に委託 した。

6 本調査に関わる一切の資料は、仙台市教育委員会が保管している。

凡    例
1 本報告書の上色については、「新版標準土色帳J(小 山・竹原 :2002)に準拠している。

2  本書の第 1図の地形図は、建設省国土地理院発行の 25000分 の 1「仙台南部」 と「仙台東部」を合成したものを使用した。

3 本文・挿図で使用した方位は、全て真北で統一している。

4 図中の座標値は、日本測地系 。平面直角座標系 X系を使用している。

5 標高値は、東京湾平均海面高度 ぼP)を 示している。

6 挿図縮尺は、全体図 :1/100、 調査区断面図 :1/60、 遺物 :1/3を 基本にしたが、スケールはその都度示した。

7 挿図、その他スクリーントーンなどの凡例はその都度注釈を加えた。

8 本文中の「擬似畦畔句 は、水田畦畔直上に認められる自然堆積層の高まりを、また「擬似畦畔 B」 は、水田畦畔直下層 (自 然堆積層)上面に認められる

高まりを示している (斎野 :19871(佐藤 :1997、 1999)。 検出された擬似畦畔 B及び水田面の下層で検出された遺構については、各層遺構平面全体図中

に 青線で示した。

9 本文中の灰白色火山灰 (庄司・山田 :1980)は 、現在十和田 a火山灰 To‐aに 同定されており、降下年代は西暦 915年初夏とされている (町 田他 :1981・

1996)。

10 遺物の登録には、以下の分類と略号を使用した。

A:縄文土器  CI非 ロクロ土師器  EI須恵器  H:その他の瓦  と陶器  l磁 器  K:石器  L木 製品・材・杭  0:自然遺物
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第 1章 はじめに

第 1節 富沢遺跡のあらまし

富沢遺跡は仙台市西部の仙台市太白区長町南・泉崎他に所在する。遺跡は名取川と広瀬川に挟まれた沖積地 (郡

山低地 )に位置する。遺跡は主に低平で湿潤な後背湿地を中心とし、西方を丘陵地、他の三方を広瀬川と名取川の

支流である魚川の自然堤防によって囲まれている。遺跡内西側中央部には、西方丘陵部から東へ延びる微高地が広

がっており、この地形的変化を加味し、遺跡は大きく微高地部分・北部 。南部 。西部の地域区分がなされている。

この内微高地部分は「泉崎浦遺跡」として登録されていたが、平成 3年度以降は、宮沢遺跡の一部として包括し、

富沢遺跡の調査次数を与え、調査・報告している。

富沢遺跡の総面積は約90haで、現在は土地区画整理事業により約 1～ 2mの盛土が施されているが、盛土以前の

標高は 9～ 16mで ある。水田を主とする遺跡で、現在までに 130次を超える調査が実施されている。弥生時代か

ら近代まで各時代の水田跡が検出され、これらの各時代の水田跡は一地点で重層し検出される。また、水田以外には、

中世の居住域や縄文時代・後期旧石器時代の遺物・遺構も出土・検出されている。

なお、富沢遺跡の歴史的環境及び地形 と地質に関しては、富沢遺跡第 15次調査報告書 (斎野・豊島 :1987)、

富沢遺跡第 24次調査報告書 (豊島 :1988)、 富沢遺跡第 30次調査報告書 (太田 :1991)に詳 しい記載があるので、

これを参考にされたい。

第 2節 調査要項

遺跡名  富沢遺跡 (宮城県遺跡番号 10369 仙台市文化財登録番号 C-301)

所在地  仙台市太白区鹿野三丁目 20-15

調査主体 仙台市教育委員会 (生涯学習部文化財課 )

調査担当 調査係   佐藤甲二

調査係   主濱光朗

統括責任者 竹内俊之 (国 際航業株式会社文化事業部 )

調査員   皆川貴史 (国際航業株式会社文化事業部 )

調査員   小林孝彰 (国際航業株式会社文化事業部 )

計測員   諸熊和彦 (国 際航業株式会社文化事業部 )

調査期間 平成 18年 10月 30日 ～同年 12月 8日

調査面積 89�

第 3節 調査に至る経緯

平成 18年 6月 30日付けで、ホットハウス株式会社より富沢遺跡内の、仙台市大白区鹿野三丁目2201にかか

る地区 1010だ について共同住宅建設にかかる協議書が提出された。仙台市教育委員会では本建設工事が SRC造 4

階建ての共同住宅で、深さ 25mの杭基礎掘削工事を伴い、地下遺構が損なわれると判断し、工事に先立ち本発掘調

査を必要とする旨の回答文を通知した。その後、いく度かの協議を経て、平成 18年 10月 4日付けで、ホットハウ

ス株式会社より発掘届が提出された。これを受け、仙台市教育委員会では富沢遺跡第 138次調査として、同年 10

月 30日 より発掘調査を実施することとした。
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遺跡名 立地 時代 遺跡名 立地 時代

善沢 獲背湿地 旧石器～近世 元袋 豊然堤防 奈良～平安

2 こツ沢 丘陵 縄文 大野田 雲然堤防 電文 (後期 】・弥生

3 青山二丁目 丘陵 奈良～平安 北屋敷 自然堤防 奈農～平安

4 災が丘 B 丘懐 縄文 王ノ壇古墳 自然堤防 与墳

5 ニツ沢横穴群 丘陵斜面 古墳 王ノ鱈 自然堤防 電文 (後期 )・ 弥生・古墳・奈良・中世・近世

6 寛ケ崎城跡 E陵 南北朝～室町 侵町清水 自然堤防 古墳 ?

屯塚古墳 自然堤防 古墳 皿屋敷 自然堤防 縄文・奈良～平安・中世

8 奎野屋敷 投丘 古墳 ?・ 奈良～平安 長町六丁目 自然堤防 奈良～平安

9 室野一丁目 殺丘 縄文・弥生 ?・ 奈良～平安 罠町南 自然堤防 奈良～平安

雪ノ回 丘陵 縄文 (早期末～前期初 )・ 弥生 。平安 新田 自然堤防 奈良～平安

三神窪 殺丘 縄文 (前期・中期)平 安 西台畑 自然堤防 縄文 後期 )・ 弥生・古墳・奈良・平安

12 土手内横穴群 A 丘陵斜面 古墳 部 山 自然堤防・後背湿地 弥生・古墳・奈農

13 土手内 丘陵 縄文・奈良～平安 北目城跡 自然堤防 縄文・弥生・室町・江戸

14 土手内窯跡・横穴群 B 三陵斜面 奈良～平安 ? 乗来 自然堤防・後背湿地 占墳・奈良～平安

こ5 沙押屋敷 殺丘 余良～平安 均場 自然堤防 奈良～平安

書沢窯跡 投丘 古墳・奈良～平安 籠ノ瀬遺跡 自然堤防 古墳・奈良～平安

三神峯古墳群 古墳 欠ノ上 I 自然堤防・後背温虻 古墳・奈良～平安 ,中世

讐山窯跡 殺丘 古墳 欠ノ上Ⅱ 自然堤防 占墳・奈良～平安

筈洗沢古墳 殺丘 吉墳 欠ノ上Ⅲ 自然堤防 占墳・奈良～平安

冨町東 隻丘 平安 若林城跡 自然堤防 占墳・平安～戦国 。江戸

21 彗町古墳 殺丘 占墳 遠見塚古墳 自然堤防 古墳

ミ東 費丘 古墳・奈良～平安 葛小泉 自然堤防・後背湿地 弥生・古墳・奈良・平安・中世・近世

麦丘 祢生・古墳～平安 砂押 I 自然堤防 古墳・奈良～平安

雪台窯跡 麦丘 奈良～平安 ? 沙押 Ⅱ 自燃堤防 古墳・奈良～平安

L野 費丘 健文 (中期 )・ 奈良・平安 中柵西 自然堤防 弥生・古墳・奈良～平安

ぎ沢上ノ台 殺丘 隠文 平安 神柵 自然堤防 縄文・ 弥生・古墳・奈良～平安

巳ノ内 当然堤防 古墳・奈良～平安 沖野城跡 自然堤防 。後背湿地 中世

段冶屋敷 A 自然堤防 隠文・奈良～平安 可原越 自然堤防 古墳・奈良～平安

段冶屋敷 B 自然堤防 隠文・奈良～平安 日辺館跡 自然堤防 室 町

訂ノ東 自然堤防・後背湿地 日辺 自然堤防 古墳

六本松 自然堤防 奈良～平安 大塚山古墳 自然堤防 古墳

富沢南西 自然堤防 奈艮～平安 上古川 自然堤防 近世以降

富沢館跡 自然堤防・ 後背湿地 践国時代 卯生台畑 自然堤防 奈良～平安 ,中世

言沢清水 自然堤防 奈良～平安 八 ッロ 自然堤防 奈良～平安・中世

泉崎浦 自然堤防・ 後背湿地 電文 (後期 )・ 弥生・古墳・平安 乗馬 自然堤防 奈良～平安

残塚古墳 愛背湿地 古墳 筆台上 自然堤防 奈良～平安

山口 自然堤防・後背湿地 弩文 (早期・後期・晩鶏 )・ 弥生・古墳・奈良・平安・中世 籠野新宮社宿坊跡 沖積錘 中 世

下ノ内 当然堤防 電文・弥生・古墳・奈良・平安 少押古墳 段丘 古墳

伊古田 ヨ然堤防 蠅文 (後期)・ 古墳・奈長・平安 二塚古墳 獲背湿地 古墳

五反田石棺基 自然堤防 古墳 一塚古墳 後背湿地 古墳

五反田古墳 自然堤防 古墳 金岡八婚神社 贅背湿地 古墳

大野田古墳群 自然堤防 古墳 春日社古墳 自然堤防 古墳

六反田 自然堤防 電文 (中期・後期・晩期)・ 弥生・古墳・奈良・平安・江戸 下ノ内浦 自然堤防 縄文～弥生～平安

袋東 自然堤防 古墳・平安 夏町駅東 自然堤防・後背湿虻 林生・古墳・奈良・平安 。中世・近世

第 1図 周辺遺跡地図及び地名表
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第 3章 基本層序

第 2章 調査方法と経過

調査対象地は仙台市太白区鹿野三丁目 220-1に 位置する。調査区の設定面積は 80だ (8×

10m)で ある。調査は平成 18年 10月 30日 から開始 し、約 lmの盛土を重機で徐々に除去 し、

以下は人力により調査を行った。調査区内には土層観察および排水用の側溝を設けた。遺構の測

量は、平面直角座標X系により計測し、遺跡内の正確な位置を把握している。また調査区のほぼ

中央に測量原点 (X=-197478000m、 Y=+3493.000m)を 設定し、4分割となるグリッドlAl

～ B2)を設置 した。遺物に関してはグリッドごとに取 り上げを行った。平成 18年 12月 8日 に

最終層である 12層上面の調査を完了し、同日に敷地内の 2ヶ所 (ト レンチ 1・ 2)に おいて、古

代の地割畦畔想定部分の断面観察を行い、全日程を終了した。

酌の

第3図 調査区設定図 。土層柱状図

調査では、約 lmの盛土下に大別 12層、細別 16層が確認された。各層の土質は、2b層・8a層が砂、1層。2a層・

4層・ 5層・ 102層 。12層が砂質シル ト、3層・6層・ H層が粘土質シル ト、8b層が粘土、7層・9a層・9b層・

10-1層 は泥炭質粘土である。グライ化は 11層から漸次進み、12層では顕著である。5層からは灰白色火山灰 (註 1)

が検出されている。各層の傾きは、 1層から 12層 まですべて北西から南東方向へ下っている。

現代の水田跡を除く水田土壌は 2a層、3層、4層、5層、6層である。この他に 9a層、10-1層 も水田土壌の可能

性がある。遺物の出土は 1層、2a層、2b層、3層、4層、6層、7層、11層からで、5層 と8層からは自然木が出

土している。

13 80m

13 00m

12 00m

11 00m

浄197473000   トレンチ1

第 1表

層序 土  色 土 質
眸

冒厚に甲 混 入 物 成  因 備 考粘性 し

1 2 5YR3/2 質シル ト な し ;り 砂粒・石英粒多量 アk田 耕地整理前の耕作
褐 色 10YR4/4 シルト な し あ り 14-24 1～ 2 clnの 小石、砂粒、石英粒多量

浅黄色 2 5YR7/4 な し な し 10～ 34 径 1～ 211mの 石英粒、径 1～ 3mの小石多量 自然
3 黒 色 7 5YR2/1 簡土 賀 シル あ り 8～ 16 水田耕作土

黒褐色 10YR3/1 砂質 シル ト あ り 4～ 16 砂粒、植物遺千 水田耕作土
5 監 2 5YR3/2 砂質 シル ト 4-14 灰白色火山灰ブロック多量 水田耕作土
6 音オリーブ褐迄 2 5YR3/ 省土質 シル ト あ り 8-12 植物遺体少量 水田耕作土
7 え質粘質ユ あ り り 邑体多量 :積層 部分的に堆積する。

黄褐色 25Y5/3 あ り な し

50-‐ 68 細粒砂、植物遺体多量 自然堆積層 下 部 ι主砂 ″粘 十の耳 層天オリープt 5Y6/2 な し な し

オリーブ灰t 5GY5/1 な し

黒 色 2 5YR2/1 粘 土 あ り 5-20 植物遺体多進 自然堆積層 な遺体の互層。
色 25Y2/1 泥炭質粘土 り 4～ 8 植物遺体多量 水田耕作土 ?

灰 泥炭質粘土 あ り 4～ 6 植物遺体多量 自然堆積層
5YR2/ 泥炭質粘土 あ り 4～ 8 植物遺体多量 水田耕作土 ?

5YR2/ 砂質 シル ト あ り 3⌒ヤ5 植物遺体少量 自然堆積層 101よ り黒
25Y2/ 省土質 シル ト あ り 10～ 27 シル ト多量 自然 lF清層 ややグライ化。

黄灰色 5Y4/ シルト あ り あ り ;O cm以 上 和 クライ化。
註 1 灰白色火山灰は、十和田 a火 山灰に同定されており、第 6章に詳述 しているので参照にされたい。
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第 4章 検出遺構と出土遺物

第 1節 2a層上面

2a層 水田跡 (第 5図、写真 2-1～ 4)

〈遺構状況〉 1層の呪代の水田によりかなり削平されており、調査区西側では耕作土が部分的に薄く存在する程度で、

大部分下層の 2b層 が広がる状況であった。検出された水田跡は、調査区中央でほぼ東西方向へ直線的に延びる畦

畔 1条によって南北にわけられた 2区画である。調査区西側半分では、畦畔は全て削平され残存していないが、畦

畔は擬似畦畔 Bと して検出されている。ただし、調査区西壁断面では畦畔の一部が認められている。畦畔は N84°

―W方向をとり、下端幅は約 140cmで、水田面からの高さは約 5cmである。水田区画は、2区画 とも方形を呈す

るものと考えられるが、全体の区画面積はいずれも不明である。各区画の水田面の標高は、北側の区画が 12,76～

12,79m、 南側の区画が 12,73～ 1276mで、北側の区画が僅かに高くなっている。水口は認められなかった。耕

作土は小石などを含む砂質シル トで、厚さは 14～ 24cm、 下部の起伏は顕著である。水田下面には鉄分の集積は認

められなかった。

また、2b層上面で畦畔と直交する南北方向の段差 1(2～ 10cmで東側が低くなる)が認められた。この段差は水田

の区画を示すものと考えられ、本来は方形を呈する 4区画の水田跡であった可能性がある。

〈出土遺物〉Blグ リッドから縄文土器 1点、陶器が 1点出土した。縄文土器は、深鉢の体部片で表面がかなり摩滅

しているが条線が確認できた (第 5図、写真 66)。 陶器は 18世紀代の甕か壼と考えられる体部下端片で、外面に

施釉されている。この陶器は細片のため図化し得なかった (写真 6-7)。

第 2節 3層上面

3層水田跡 (第 6図、写真 25～8・ 写真 3-1)

〈遺構状況〉ほぼ東西方向に直線的に延びる畦畔と、これにほぼ直行する南北方向に直線的に延びる畦畔からなる4

区画 (区画 1～ 4)の水田跡が検出された。水田面は自然堆積の砂層である 2b層に厚 く覆われており、その堆積時

に快られたと思われる凹みが数箇所みられる (撹乱 1～ 6)。 水田面の標高は 12.40～ 12.58mである。東西畦畔は

南北畦畔との交点で屈曲するが約 畔8生W方向をとり、下端幅は 68～ 80cmで、高さは約 4cmである。南北畦畔

も東西畦畔との交点付近でやや屈曲するが約 畔2班方向をとり、下端幅は 60～ 104cmで、高さは 9～ 1lcmであ

る。水田区画は、 4区画とも方形を呈するものと考えられるが、全体の区画面積はいずれも不明である。各区画の

水田面の標高は、区画 1が 12.54～ 12.58m、 区画 2が 12.56～ 12.57m、 区画 3が 12.47～ 12.50m、 区画 4

が 12,40～ 12.43mで、各水田面の高低順は (高 )区画 1・ 2→区画 3→区画 4(低 )と なる。水日は区画 1と 区画

4の間の畦畔に 1箇所認められた。この水口は、畦畔の交点近 くに位置し、水口底面は区画 1の水田面より約 2 cm

高い。また、畦畔の撹乱 1・ 2の位置する部分にも水国があつたと考えられる。なお、撹乱 1・ 2の畦畔部分の底

面は、区画 2・ 3の水田面よりそれぞれ 4～ 7cm低い。耕作土は粘土質シル トで、厚さは 10～ 34cm、 下部の遍

伏は顕著である。水田下面には鉄分の集積が認められない。

なお、4層上面で 3層水田跡に伴う耕作痕 (SDl)が検出されている。耕作痕は長さ 5.6m、 幅 52～ 60cm、 深さ

9cmの溝状のもので、区画 1と 区画 2の間にある畦畔の真下に位置する。

〈出土遺物〉Alグリッドから土師器の壷か甕の体部片が出土しているが、細片のため図化し得なかった (写真 6-10)。

第 3節 4層上面

4層水田跡 (第 7図、写真 3-2～ 5)

〈遺構状況〉上面を上層の 3層水田跡に削平され、畦畔は確認されなかったが、段差 (段差 2・ 3)に よる 3区画 (区
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画 1～ 3)の水田跡が検出された。水田面の標高は 12.33～ 12.50mで ある。段差 2は南北方向、段差 3は逆「L字」

の南北―東西方向をとり、段差上には畦畔が存在したと想定される。これら段差による各区画間の高低差は、区画

1と 区画 2が 4～ 7cm、 区画 2と 区画 3が 4～ 5cmで、区画 1(標高 12.45～ 12.50m)、 区画 2(標高 12,38～

1241m)、 区画 3(標高 12.33～ 12.35m)の順に水田面が低くなる。それぞれの区画は方形を呈するもと思われるが、

全体の面積はいずれも不明である。耕作土は植物遺体を含む砂質シル トで、厚さは約 4～ 16cm、 下部の起伏は顕

著である。水田下面には鉄分の集積は認められない。

なお、5層上面で 4層水田跡に伴 う耕作痕 (SD2・ 3・ 4、 段差 4)が検出されている。SD2・ 3は区画 1に位置す

る浅い同規模の清跡で、上端間約 80cmで平行する。調査区北西側より東西方向 (約 N13° ―Wlに直線的に延び段

差 2付近で途切れる。ともに上端幅 55cm前後、深さ 5cm前後である。この両溝跡は畦畔際に入れられた耕作痕跡

と考えられ、本来、区画 1には東西方向の畦畔が取 り付き、南北に 2区画が存在したと推測される。段差 4は区画

2の調査区東壁際に位置し、高低差 5cm以上の南北方向のものである。SD4は、区画 3に位置し、段差 3と 同一方

向をとる、幅 80cm、 深さ 7～ 12cmの溝跡である。段差 4は調査区際であったため段差なのか溝なのか判別でき

なかったが、SD4及び段差 4は、水田経営期間内での区画の移動を示す痕跡である可能性がある。

〈出土遺物〉 A2グリッドから土師器の壺か甕と考えられる体部片が 1点出土しているが、表面の摩滅が激しく、細

片のため図化し得なかった (写真 6-11)。

第 4節 5層上面

5層水田跡 (第 8図、写真 3… 6～8)

く遺構状況〉上層の 4層水田跡によりかなり削平されており、耕作土の下部のみが残存する状況であった。南北方向

に延びる幅の広い畦畔が 1条検出されている。水田面の標高は 12.36～ 1238mで、南東側への緩やかな下 り傾斜

を示す。畦畔は、灰白色火山灰ブロックの帯として検出され、高まりをもたない。当水田跡は直下層の 6層水田跡

に灰白色火山灰が降下した後に、これを復旧した水田跡と考えられる。復旧後も畦畔部分以外が耕作され続けたため、

火山灰は撹拌され、畦畔部分のみに火山灰が保存され残存したものと推定される。畦畔方向は、N-5° ―Eで、ほぼ真

北方向をとり直線的に延びる。東側は上層の水田跡に下層まで削平されており不明であるが、残存幅約 3.8mを測り、

大畦畔の規模を呈する。南側で火山灰ブロックが幅 50cm程途切れる部分があり、水口と思われる。水口底面は畦

畔上面より2cmほ ど下がる。耕作土は砂質シル トで、厚さは 4～ 14cm、 下部には起伏がみられる。水田下面には

鉄分の集積は認められない。遺物は畦畔の水日付近から自然木が 1点出土した。

なお、この時期の地割 (坪境 )東西畦畔が調査区の南側に想定されていたため、調査最終 日に土層観察用の ト

レンチ (1.5× 3mlを 2箇所敷地内に入れたが、上層の削平により存在は確認できなかった。

第 5節 6層上面

6層水田跡 (第 9図、写真 4-1～ 4)

〈遺構状況〉上層の 4、 5層水田跡に一部下層まで削平されていたが、5層水田跡と同位置を含む 4条の畦畔からな

る 4区画 (区画 1～ 4)の水田跡が検出された。水田面の標高は 12.22～ 1228mで、南東側への緩やかな下 り傾

斜を示す。5層水田跡 と同位置の畦畔の方向は、ほぼ真北方向で直線的に延びる。東側は上層 4層水田跡に削平さ

れており不明であるが、残存幅約 3.6m、 高さ 2～ 5cmを測り、大畦畔の規模を呈する。この畦畔の西側で南北方

向 1条、東西方向 2条の畦畔を検出したが、上層 5層水田跡の擬似畦畔 B、 あるいは上面の単なる起伏の可能性も

ある。これらの畦畔は小畦畔の規模を呈し、南北畦畔は下端幅 180cm、 高さ 3～ 5cm、 東西畦畔は北側のものが



下端幅 50cm、 高さ 3cm、 南側のものが下端幅約 80cm、 高さ 2～ 4cmを測る。東西畦畔のうち北側のものは西

側で途切れるが、いずれも直線的で南北方向のものと直交している。これらの畦畔による水田区画は、 4区画とも

方形を呈するものと考えられる。全体の区画面積はいずれも不明であるが、区画 3・ 4は東西幅が 15m前後と狭い。

各区画の水田面の標高は、区画 1が 12.26～ 1232m、 区画 2が 12.26～ 12.28m、 区画 3が 1223～ 12.30m、

区画 4が 1224～ 1228mで、各水田面の高低差は顕著ではない。水回は確認されなかった。耕作土は粘土質シル

トで、厚さは約 8～ 12cm、 下部の起伏は顕著である。水田下面に鉄分の集積は認めらない。

(出土遺物〉 縄文土器 2点 と自然木 1点が出土 した。縄文土器は細片で、摩滅が激 しく判別不能なもので、図化

し得なかった (写真 6-12・ 13)。
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第 6節 11層

11層 (第 H図、写真4-7)

11層 は粘土質シル トで、ややグライ化する。上層よりも植物遺体が少な くなり、粘性が強 く、固 くしまる。

層厚は 10～ 27cmで ある。上面、層中、下面からも遺構は検出されなかったが、石鏃が 1点出上 している。

ただし排土中の出土で、詳 しい出土地点は不明である。縄文時代に属するものと考えられるもので、頁岩製で

ある (第 12図 ,写真 6-15)。 なお、その他に Blグリッドから自然石 1点が出土 している。
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第 11図  11層上面平面図 第 12図 11層 出土遺物実測図

第 7節 その他の出土遺物

1層からは陶器 2点、磁器 2点、瓦 1点の出土がみられたが、すべて細片のため図化し得なかった (写真 61～ 5)。

陶器は在地、または堤産と考えられる播鉢 2点、磁器は 18世紀の肥前産と考えられる紅皿と碗である。2b層 から

は須恵器が 2点出土している。1点は必で、底部回転糸切 り後ヘラケズリを施し、体部はロクロナデが施されている(第

13図 -1、 写真 6-8)。 もう 1点は甕の体部片で細片のため図化し得なかった (写真 6-9)。 7層からは土師器片が 1点

出上している。甕の頸部破片で、全体的に摩減しているが外面の一部に調整痕がみられる (第 13図 -2、 写真 614)。

また 8a層から樹木片が 6点出土しているが、加工痕はない。

(((( 2

0             5cm

縮尺 1:3

晰
鶏

録

号

登

番

出土地点
器種 石材 長さ lcml 幅にml 厚さにIIIl 備考

排土
石鏃 珪質頁岩 長幅比約と1の平基鏃。

11層

版

号

図

番

録

号

登

番

出土地点
種別 器種 部位

法量 化mⅢ
外面 内面 備考

口径 底径 器 高

13-1
A2

須恵器 不
～底部

虫面回転糸切り後ヘラ削り、体部ロクロナデ
2b層

13-2 土師器 甕 頸部 屈曲部に調整痕 (ミ ガキ ?) 摩滅している。
7層

第 13図 その他の出土遺物実測図



第 2表 遺物集計表
縄 文 土 器 土 師 器 須 煮 器 百 石 器 自 然 石 自 然 本 合  計

1層 1 5

2a層 水田跡 I I 2

2b層 2 2

3層水田看 1 I

4層水田ぢ 1 I

5層水田跡 1 I

6層水田跡 2 1 3

7層 1 1

8層 6 6

9層

Ю 層

H層 1 1 2

12ザ冒

合  計 3 3 2 5 1 1 8

第 5章 遺構の所属年代とまとめ

1.2a層、3層、4層、5層、6層の 5期の水田跡が検出された。各層の水田跡は、2～ 4区画の方形のものと思われるが、

各区画面積は限られた調査範囲のため明確ではない。なお、9a層 は畦畔などは検出されていないが下面の起伏が顕

著であり、周辺調査区との層の対応関係及びイネのプラントオパールの分析結果より水田土壌と考えられる。この

他に 101層 も下面の起伏が顕著であり、周辺調査区との層の対応関係から水田土壌の可能性がある。

2.2a層水田跡では、ほぼ東西方向に軸をもつ 1条の畦畔と疑似畦畔 Bを検出した。また、直下層の 2b層上面で、

畦畔と直交する南北方向の段差 1を検出した。このことにより2a層水田跡は、これらに分割された 4区画の水田

跡であった可能性が考えられる。

3 3層水田跡では、東西 。南北方向に伸びる 2条の畦畔により分害Jさ れた 4区画の水田跡を検出した。また直下

層の 4層上面で、区画 1と 区画 2の間にある畦畔の直下から、3層水田跡に伴うものと考えられる溝状の耕作痕 (SDl)

が検出された。

4.4層水田跡では、畦畔は検出されていないが、段差 2・ 3による 3区画の水田跡を検出した。また直下層の 5層

上面で、4層水田跡に伴うと考えられる耕作痕を検出した。これらは畦畔の痕跡 6D2・ 3)、 区画の移動の痕跡 (段差 4、

SD4)であると考えられる。

5 5層水田跡では、南北方向に延びる 1条の大畦畔を検出した。直下の 6層水田跡に灰白色火山灰が降灰した後

に復旧された水田跡と考えられる。

6.6層水田跡では、5層水田跡 と同位置の大畦畔を含む 4条の畦畔に分割された 4区画の水田跡が検出された。

ただし、小畦畔としたものは水田面の自然な起伏か疑似畦畔 Bの可能性もあるため、区画の存在に関しては明確に

断定できない。

7 遺物は 2a・ 3・ 4・ 5。 6層水田跡及び基本層 1・ 2b・ 7・ 11層から縄文土器小片 3点、土師器小片 3点、須恵

器小片 3点、陶器小片 3点、磁器小片 2点、瓦小片 1点、石器 1点の合計 15点が出上している (第 2表 )。 ただし、

出土数が少なく確実に遺構に伴うものは出土していない。いずれも小片のため詳細な時期は不明である。

8 当調査区の隣接調査区として、北東側に第 63次調査区がある。この第 63次調査区との層位の対応関係を試みた。

なお、第 63次調査区では第 36次調査区、鹿野三丁目 219地区 (埋蔵文化財発掘調査研究所 :1985年 )と の対応

関係が示されており、これらを含めた層位の対応関係は第 3表のとおりである。

その対応関係より、収下のような所属年代が想定される

。2a層水田跡 ― 近世以降                ・6層水田跡 一平安時代 (灰 白色火山灰降下以前 )

・3層水田跡 ― 中世以降                ・9層    一古墳時代

。4層水田跡 ― 中世                 ・10-1層  一弥生時代

。5層水田跡 一 平安時代 (灰白色火山灰降下以降 )   ・H層   ― 縄文時代

つ
る



第 3表 周辺調査との基本層序対応表
第 138次

層位 i検出遺構

第 36次
屁待 1絵出漕越

第 63次
層位 !検出遺構

埋文研究所

層位 i検出遺構
主たる色調 主たる土質 備考

1 1 I 黒褐色 砂質シル ト 炸地整理以前の現代の水田跡。

黄褐色 砂質シル ト 母砂多量。埋文研究所調査区より近世の逼4/」が出土。

4 4 にぶい黄褐色 砂、一部礫層 少の供給源は第63次 SDlと埋文研究所調査区 1号溝と推
こされる。

3 畦畔・溝 畦畔 5 耕作土 ? 畦 畔 黒褐色 シル ト質粘土

4 畦畔・清 7 畦 畔 6 耕作土 6 黒 色 粘 土 言36次調査区で中世陶磁器片が出土。

5 畦 畔 にぶい黄橙色 火山灰 里文研失所調査区では 7abc層共に灰白色火山灰を含むが、

寺に 7c層 にブロック状に含む。

6 畦畔 9 1耕 作土 ? オリーブ褐色 粘 土 庭白色火山灰降下以前の土壌。

7 7a 灰 色 少 砂質シルトの互厄 君63次調査区内に部分的に分布。

上面で溝・

Pit

8 にぶい黄褐色 砂 召36次調査区の 10層上面で検出した灰自色火山灰は本来

著36次調査区の 8層下面に含まれる可能性がある。

Ｏｂ

Ｏｃ

Ｏｄ

7c 9 0層上面で滞
101
1 I

掲灰色 粘土・砂の互層

9 耕作土 耕作土 ? 畦 畔 畦 畔 黒褐色 泥炭質粘土 丑文研失所調査区内では耕作土中からハケメ調整と思われ

6土師器の重が出土。

８Ｃ

９

Ю

Ю

耕作土 ?

灰色 泥炭質粘土

1011 耕作土 ? 11 暗褐色 泥炭質粘土

11

※平間 ■991の表 12を 加筆・修正
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第 6章 自然科学分析

第 1節 富沢遺跡第 138次調査区におけるテフラ分析

1.は じめに

富沢遺跡第 138次調査区において、土層断面から採取された試料 (南壁第 5層 )を対象に、テフラ検出分析 と

屈折率測定を行って、指標テフラとの同定を行った。

2.テ フラ検出分析

(1)分析方法

分析は、1)試料 8gを秤量、2)超音波洗浄により泥分を除去、3)80° Cで恒温乾燥、4)実体顕微鏡によリテ

フラ粒子の量や特徴を観察、の手順で行った。

(2)分析結果

試料には、比較的 0粗粒の軽石やスコリア粒子は含まれていない。その一方で、細粒の火山ガラスはとくに

多 く含まれている。この火山ガラスは、無色透明や白色の軽石型で、繊維束状やスポンジ状に発泡 している。

3.屈折率測定

(1)測定方法

温度変化型屈折率測定装置 (古澤地質社製 MAIOTlに より、火山ガラスの屈折率 (nlを測定 した。

(2)測定結果

試料に含まれる火山ガラスの屈折率 lnlは、 1.498-1.509である

4.考察

分析の対象 となった富沢遺跡第 138次調査区南壁第 5層は、火山ガラスがとくに多 く含まれてお り、いわゆ

る火山ガラス質テフラのように見える。含まれる火山ガラスの形態や色調は、915年に十和田火山から噴出した

と推定されている十和田 a火山灰 (To一a,大池,1972,町田ほか,1981)のそれと矛盾 しない。試料に含まれる

火山ガラスの屈折率 (nlは、従来仙台地域で報告されている To―aのそれと比較すると、低い方に rangeが 広 くな

っているようである。To一aに含まれる火山ガラスの屈折率については、噴出年代が新 しいためにあまり水和が

進んでおらず、粒度や保存状態によって値の異なることがあるらしい (故新井房夫群馬大学名誉教授談 )。 した

がつて、屈折率の特徴からも、To aへ の同定でさほど問題ないように思われる。

引用 。参考文献

町田 洋・新井房夫・森脇 広 1981「 日本海を渡ってきたテフラ」『科学 51』 p562-569

大池昭二 1972「十和田火山東麓における完新世テフラの編年」『第四紀研究 11』 p232-233

町田 洋 。新井房夫 1992『火山灰ア トラス』東京大学出版会,276p

町田 洋 。新井房夫 2003『新編火山灰アトラス』東京大学出版会,336p
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第 4表 テフラ検出分析結果

軽石・スコリア 火 山ガラス

地′煮
色調  最大径 形 態

第138次調査南壁 5層 +十十十 透明,白

■■+キ :と くに多い,十++:多い,十+:中程度,十 :少 ない,一 :認められない.最大径の単位は,Ilull.

bw:バブル型,pm:軽石型 .

第 5表 富沢遺跡第 138次調査区試料と代表的な指標テフラに含まれる火山ガラスの屈折率

遺跡・試料/テ フラ 火 山ガラスの屈折率 (■ )

第138次調査南壁 5層 1.498-1.509

十和 田 a(TO―a,AD915)

十和 国 a(TO―a,AI1915)

十不日田 a(TO―a, AD915)

1.496-1.508

1.500-1.508

1.503-1.507

十和田中撤 (To― Cu,5.5k.yBP)

肘折尾花沢 (Hj O,10k.yBP)

十不日田ノUゴ (To― H, 12-13k.yBP)

浅間草津 (As―K,13-14k.yBP)

鳴子潟沼上原 (Nr―KU,20k.yBP)

姶良Tn(AT,24-25k.yBP)

十和田大不動 (To― Of,〉 32k.yBP)

鳴子柳沢 (Nr Y,41 63ka)

卜可寮系4 (Aso-4, 85-90ka)

鳴子荷坂 (Nr―N,90ka)

肘折北原 (Hj― Kth,90 100ka)

御岳第 1(On Pml,ca.100ka)

三瓶木次 (SK,110-115ka)

享同爺 (Toya, 112-115ka)

1.508-1.512

1.499-1.504

1.505-1.509

1.502-1.504

1.492-1.500

1.499-1.501

1.506-1.510

1.500-1.503

1.506-1.510

1.500-1.502

1.499-1.502

1.500-1.503

1.494-1.498

1,494-1.498

富沢遺跡第138次調査区における屈折率の測定は,温度変化型屈折率測定装置 (IIA10T)イ こよる.指標テ

フラのデータは,町田・新井 (1992,2003)に よる.k.yBP:1,000年前 (・ C年代)。 ka 1 1,000年前 .

*1:青森地域,*2:岩手・秋田地域,*3:会津・福島・仙台地域 .
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第 2節 富沢遺跡第 138次調査区におけるプラント・オパール分析

1.は じめに

富沢遺跡跡第 138次調査区における稲作 (水田 )跡の探査を目的に

プラント・オパール分析を行った。

2.試料

試料は、南壁において 1層、2a層、2b層 、3層、4層、5層、

6層、7層、8a層 (上・下 )、 8b層 (上
。下 )、 9a層、9b層 、

101層 、 10-2層、H層 (上・下 )、 12層 より採取された 18点である。

第 14図 試料採取地点断面図
3.分析方法

プラン ト・オパールの抽出と定量は、プラン ト・オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに、1)試 料を

105℃ で 24時 間乾燥 (絶乾 )、 2)試 料約 lgに 直径約 40 μ mの ガラス ビーズを約 002g添加 (電 子分析天

秤により0,lmgの 精度で秤量 )、 3)電 気炉灰化法 (550℃・ 6時間 )に よる脱有機物処理、4)超音波水中照射

(300W・ 42KHz。 10分 間 )に よる分散、5)沈 底法による 20μ m以下の微粒子除去、6)封入剤 (オ イキット)

中に分散 してプレパラー ト作成、7)検鏡・計数、の手順で行った。

4.結果

分析試料から検出されたプラント・オパールは、イネ、ヨシ属、ススキ属型、タケ亜科 (メ ダケ節型、ネザサ節型、

チマキザサ節型、ミヤコザサ節型、その他 )お よび未分類である

5。 所見

水田跡 (稲作跡 )の 検証や探査を行 う場合、一般にイネのプラン ト・オパールが試料 lgあ たり5,000個以上

の密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している (杉山,2000)。 ただし仙

台地方では、密度が 3,000個 /8程度でも水田遺構が検出される事例が多々あることから、ここでは判断の基準

を 3,000個 /gと して検討を行った。

イネのプラン ト・オパールが検出されたのは、上位の la層～ 4層 までの各層 と6層、9a層および 9b層 で

ある。 このうち、 1層 は旧水田耕作土であ り、分析結果はこのことと矛盾 しない。3層 、4層、6層および 9a

層では、いずれもプラント・オパール密度が 2,400個 /8と 比較的高い値であり、それぞれピークをなしている。

こうしたことから、これら4層準についてはいずれも水田耕作上である可能性が高いと判断される。他の 2a層 、

2b層 、9b層 に関しては、いずれも 600個 /gの低密度であることから、上層あるいは他所から混入 したと考

えられ、これらの層準が水田耕作土である可能性を積極的に肯定することはできない。

杉山真二 2000『 植物珪酸体 (プラント・オパール)考 古学と植物学』 同成社 P189-213

藤原宏志 1976「 プラント・オパール分析法の基礎的研究 (1)一 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分 析法一」 F考古学と自然科学 9』 p1529

藤原宏志・杉山真二 1984「プラント・オパール分析法の基礎的研究 (5)― プラント・オパール分析による水田址の探査―」

『考古学と自然科学 17』 p7385
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第 6表 プラン トオパール検出分析結果

位 :× 1

分 類 群 (和 名・学 名 )＼ 層  位

雨壁

1 3 4 5 6 7

イネ科          Cramineae lCrasses)
イ ネ            Oryza sat� a

ヨシ属          Phragmites
ススキ属型        Miscanthusサpe

72

6

24

６

　

　

　

２４

6

6

6

２４

６

３。

24

6

42 6

24

6

60

24

60

６

　

３。

タケ亜科         Bambusoideae lBambOO)
メダケ節型        PleiOblastussect NIPPonOCalamu

ネザサ節型        PleiOblasttlssect Nezasa

チマキザサ節型      Sasa sect Sasa etc

ミヤコザサ節型      Sasa sect Crasslnodi

その他         Ohers

6

84

30

6

12

6

66

60

24

12

6

42

24

12

6

60

36

12

18

6

54

72

24

12

6

12

6

12

6

42

144

18

12

６

３。

４８

３。

１２

12

48

12

18

未分類等        Unknclwn 175

プラントオパール総数   Tot』 360 233

おもな分類群の推定生産量(単位 :蛇 /五・Cm)

イ ネ            Oryza sat� a

ヨシ属          Phragmites
ススキ属型        Miscanthtlstype

メダケ節型        PleiOblastussect Nゃ ponoCalamu

ネザサ節型        Pleioblastussect Nezasa

チマキザサ節型      Sasa sect Sasa etc

ミヤコザサ節型      Sasa sect Crassinodi

252

045

035

008

043

027

002

021

036

008

038

054

009

021

045

009

008

024

021

085

046

045

008

035

033

004

117

063

087

012

043

090
012

010

004

012

002

102

055

108

010

029

157

008

201

099

009

019

048

012

047

046

007

044

004

(単位 :× 1

分 類 群 (和 名・学 名 )＼ 層  位

雨 壁

8a-2 8b-2 11-1 11-2

イネ科          Grarnineae lCrasseo

イ ネ           0りza satlva

ヨシ属          Phragmies
ススキ属型        MIscanhustype

12

24

30

12

6

6

42 1

タケ亜科         Bambusoideae lBarnbOo
メダケ節型        Ple10blastus sett NippOnOcalamu

ネザサ節型        PleiOblastts sect Nezasa

チマキザサ節型      Sasa sect Sasa ctc

ミヤコザサ節聖      Sasa sect Crasshodi

その他          Others

24

60

6

1

6

30

12C

12

12

6

30

193

12

12

6

48

90

12

12

6

36

10]

24

12

6

48

84

12

12

6

42

84

6

6

18

12(

18

12

6

60

114

12

12

】く//」k美罠窯子                 Unkno、vn 28`

プラント・オパール総数   Total

おもな分類群の推定生産量(単位:鷺/� ,cm)

イ ネ            0り そa sat� a

ヨシ属          Phragmites
ススキ属型        M`canthus type
メダケ節型        Pleioblastus sect Nipponocalarnu

ネザサ節型        PleiOblastus sect Nezasa

チマキザサ節型      Sasa sect Sasa etc

ミヤコザサ節型      Sasa sect Crassinodi

093

036

014

055

002

157

012

006

012

075

003

006

006

012

121

003

103

222

098

010

034

099

005

018

039

054

007

018

079

007

072

050

007

022

060

003

123

061

011

033

103

003

036

011

014

146

009

062

015

060

178

008
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写 真 図 版





1.2a層 水田跡畦畔検出状況

|

2.2a層水田跡上面状況 東から

i=→単|
1主 .二

=:●
II

講 二|| ▼
4.2a層水田跡下面段差状況 (2b層 上面 )Jとから

螂 甲 IT

:■  - 1        ■す

:|    ||■ !Ⅲ

II嘉1警lf
ホ諄フ 持i:  |(4

途 ♂ 学 1二:こ と・・ :

1芽 1

8.

写真 2 2a・ 3層水田跡

攣!Ⅲ
l

3.2a層水田跡畦畔状況 西から

6.3層水田跡上面状況 南から3層水田跡畦畔検出状況 東から

7.3層水田跡上面状況 東から

９

う

3層水田跡上面状況 北から



下面 SDl完掘状況 (4層上面 )

ぜ
‘う

・
・導
か

工
…‐―
西 4層水田跡上面状況 東から

3.4層水田跡上面状況

5 4層水田跡下面 SD2・ 3完掘、SD4・ 段差 4検出状況 (5層上面)

4 4層水田跡下面 SD2・ 3完掘、SD4・ 段差 4検出状況 (5層上面)東から

写真 3 3・ 4・ 5層水田跡
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8.5層氷田跡上面状況 南から



ヽ

|

)

よび蓬象畠詠上ふ央筑埃ふ七

ょi占権島

7.11層上面状況 東から              8.12層 上面状況 東から

写真 4 6層水田跡、9a。 10-1・ 11・ 12層

壽
,よ■ヽ
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2b層 一

3層 ―

4層 ―

5層 ―
6層 ―

7層 ―

8a層 ―

3b層 ―

9a層 ―
Iい 1居 ―

12層 ―

1層 ―

2a層―

2b層 ―

3層 ―
― S層      4層 ―

6層 ―

7層 ―

8a層―

8b層 ―

9a層―

-9b層     10_1層 ―

-12層     12層 ―

2b層 ―

3層 ―

4層 ―

5層 一

6層 ―

8a層 ―

8b層 ―

9a層 ―

10-1層 ―

11層―

12層―

写真 5 調査区外壁断面



2a層水田跡出■ 8・ 9:2b層出■ 10:3層 水田跡出土 H:4層 水田跡出土

写真 6 出土遺物

25

1～ 5:1層 出上 6。 7: 12・ 13:6層 水田跡出± 14:7層 出± 15:11層出土
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